
だよりだより
日野町内の幼稚園や保育所・こ
ども園、小・中学校での子ども
達の様子や特色ある取り組みの
内容を紹介していきます。ひ このっ

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　学校教育課　☎0748-52-6564

町では、居住地によって通学できる小学校を定めていますが、特例により町内のほかの小学校へ通学し、小規模校の特色を活かした授業を受けるこ
とができる「通学区域の柔軟化対応モデル事業」を行なっています。詳しくは教育委員会事務局学校教育課または各小学校へお問い合わせください。

日野小学校 【学校教育目標】
自ら学び、心豊かに
たくましく生きようとする子ども

　日野小学校は、明治6年創立で、今年で145年目を迎えます。今年度は、
76名の1年生が入学し、全校児童534名と、日野町内の小学生の約半数
を占めています。
　標記の学校教育目標のもと、今年度は、「支えあおう！学びあおう！高
めあおう！」をテーマとし、具体的には、「あ・い・う・え・お」の5つの
めあてを立て、教職員が一丸となり子どもの教育に取り組んでいます。

あ
あたり前のことを
あたり前に
やりきろう！

い
いじめのない
なかよし学級を
つくろう！

う
運動をして
じょうぶな体を
つくろう！

え
笑顔で

みんなのために
働こう！

お
お勉強では
進んで

発表しよう！

【校訓】
創造・進取

西大路小学校 【教育目標】学びいっぱい（知） やさしさいっぱい（徳） 元気いっぱい（体）
～みんなの笑顔がいっぱいあふれる学校～

●思いやりを育む縦割り活動
　小規模校の良さを生かし、
異年齢の活動やふれあいを
年間通じて行なっています。
高学年はチームをまとめる
大変さに悩みながらも、思
いやりの心やリーダー性を
育み、１年間で大きな成長
をとげます。

●地域の方を先生に迎えて
　地域の方から惜しみない協力をいただき、稲作や炭焼
き、茶摘み体験、校区巡り
など、西大路地区の自然や
文化、歴史を生かした貴重
な体験活動の機会に恵まれ
ています。地域の方との触
れ合いそのものから得るも
のも大きいです。

●確かな学力を目指して
　学習規律が定着している
ところは本校の自慢の一つ
です。今後はさらに、主体
的に学ぶ姿勢や学習習慣の
確立を目指したいと考えて
います。「チャレンジノート」
を活用した家庭学習の推進
に力を入れています。

●健やかな体づくり
　運動をよくする子としない子の二極化が進んでいると
言われています。本校では
平成27年度から、毎日、中
休みに「10分間運動」に取
り組んでいます。継続が実
を結び、昨年度は特に「ソ
フトボール投げ」で県平均
を大きく上回りました。

縦割り遠足にて 地域の方に苗の植え方を教わる２年生

チャレンジノート展 「ボール投げ」に挑戦

日野町では、平成27年度から谷口智哉さんと鵜瀬ゆりさんの2名が地域おこし協力隊として活動しています。
このコーナーでは、地域に根ざし、新たな風を吹き込む隊員とその活動、想いを紹介します。

各団体などから隊員へ講演などを依頼される場合は、事前に役場商工観光課までお問い合わせください。
隊員の活動は、日野町ホームページでも確認できます。
これからも地域で活躍する地域おこし協力隊にご期待ください！

◆問い合わせ先　商工観光課　商工観光担当　☎0748-52-6562
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「
日
野
町
を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
か
た
ち
に
し
た
町
内
散
策
ツ
ア
ー
・

日
野
一
期
一
会
第
二
弾
「
桜
谷
に
残
る

奇
祭
入
門
」
を
4
月
14
日（
土
）
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
8
名
で
西
桜
谷
地
区
の
中

在
寺
と
北
脇
の
集
落
内
を
散
策
し
な
が

　

食
体
験
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
今
年

も
5
月
3
日（
祝
）の
日
野
祭
の
日
に
、

鯛
そ
う
め
ん
を
町
外
の
方
に
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
よ
う
御
膳
と
し
て
提
供

し
ま
し
た
。

　
宵よ

い

宮み
や

は
残
念
な
が
ら
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
祭
で
は
何
と
か
お
天
気

ら
、
地
域
に
残
る
様
々
な
話
や
神
社
等

で
の
祭
礼
の
話
を
ガ
イ
ド
さ
ん
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
の
最

後
で
は
、
西
桜
谷
と
東
桜
谷
の
中
間
地

点（
安
部
居
地
先
）に
あ
る
賀か

川が
わ

神
社

の
祭
礼
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
祭
礼
の
中
で
最
も
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
の
は
安
部
居
、
鳥
居
平
、
佐
久
良
、

奥
之
池
の
4
集
落
が
長
い
竹
竿
の
御ご

幣へ
い

を
掲
げ
て
、
佐
久
良
川
に
幅
30
セ
ン
チ

の
板
橋
を
架
け
て
渡
り
、
立
居
神
社
に

向
か
う
「
渡と

御ぎ
ょ

」
で
す
。
何
度
も
足
を

踏
み
外
し
て
川
に
落
ち
る
場
面
や
御
幣

が
倒
れ
る
場
面
で
は
、
歓
声
や
笑
い
声

も
持
ち
直
し
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

桟
敷
窓
で
祭
を
見
学
し
な
が
ら
、
抹
茶

と
手
作
り
の
お
菓
子
を
お
召
し
上
が
り

い
た
だ
く
「
桟
敷
窓
体
験
」
も
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
曳
山
保
存
会
様
よ
り
ご
依
頼

い
た
だ
き
、
観
光
協
会
の
体
験
企
画
と

し
て
「
日
野
祭
・
曳
山
体
験
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
日
野
祭
の
地
域
に
お
住
ま

い
で
な
い
方
に
も
曳
山
を
引
く
機
会
を

設
け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
貴
重

な
体
験
が
出
来
て
良
か
っ
た
」
と
の
お

声
を
い
た
だ
き
、
来
年
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
全
員
町
内
の
方
で

し
た
が
、
こ
の
祭
礼
を
は
じ
め
、
散
策

し
た
地
域
の
こ
と
を
こ
の
ツ
ア
ー
で
初

め
て
知
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
町

内
に
は
ま
だ
ま

だ
色
々
な
も
の

が
あ
る
の
で
、

世
代
を
越
え
、

地
域
を
越
え
知

っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で

す
。

　
こ
の
7
月
、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ

と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
で
は
企
画
展

「
香こ

う

魚ぎ
ょ

き
ら
め
く
～
高た

か

田だ

敬け
い

輔ほ

一
門
の

鮎
図
～
」
を
7
月
14
日（
土
）
か
ら
29

日（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
7
月
14
日
と
15
日
の
二
日
間
は
企
画

展
と
コ
ラ
ボ
し
た
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
を

実
施
し
、
鮎
に

ち
な
ん
だ
お
食

事
と
抹
茶
カ
フ

ェ
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す（
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
へ
）。
ぜ

ひ
、
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

谷
た に

口
ぐ ち

　智
と も

哉
や

さん

鵜
う の

瀬
せ

  ゆりさん（中央）

↑しがのイチオシ！で伝統料理の

活動を紹介していただきました。

Youtubeでもご覧いただけます。
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